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、に建てられた石巻宣教支援会 報告
～東北をキリストへ～

2026 年 3 月 vol.37
石巻宣教支援会

主の御名を賛美します。

『わがたましいよ。主をほめたたえよ。主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな。』

(詩篇 103:2)

いつも石巻宣教のために尊いご支援とお祈りをいただき、心から感謝いたします。

2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分に起きた未曾有の災害「東日本大震災」から 15 年の歳月が過ぎま
した。519 名の津波犠牲者が出たこの渡波の地では、毎年震災当日の夜に「追悼の花火」が夜空に打
ち上げられます。
今年は雪の降りしきった 15 年前とは違い、穏やかな夜空に花火の音が鳴り響いていました。建
物や道路などの復興は進み、日常生活は戻りました。しかし、人々の心の復興となると、難し
いです。何をもって復興というのか、本当に、考えさせられます。異口同音に皆さんが口にするのは
「もう、あの時には戻れない」ということばです。
15 年という時は過ぎましたが、心の時は止まったままなのです。もちろん、人それぞれの思いをすべ
て代弁しているわけではありませんし、被災された方々の高齢化も進みました。
復興住宅にも空きが目立つようになり、一般公募をしていますが、5 年間の被災者支援は、すで
に終了しているため、一般の市営住宅家賃になるようです。そのため、入居者は少ないとも聞いてい
ます。
主の導きにより、私がこの地に遣わされて 10 年の月日が流れました。世代も人々のニーズも大
きく変化している中で、主のみこころを求めつつ歩む日々です。
このような中、私の頭に思い浮かぶ「みことば」が二つあります。一つは、「あなたのパンを水の
上に投げよ。ずっと後の日になって、あなたはそれを見出す。(伝道者の書 11 章 1 節)」そして
「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりなさい。(Ⅱテモテ 4 章 2 節)」
です。主のみこころが、この地に現わされるようにどうぞお祈りください。
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3 月 14 日東松島コミュニティセンターで復興支援メモリアル「THE BRIDGE CONCERT」が行われ
ました。今年は午前の部(約 500 席)と午後の部(約 500 席)の二部で行われましたが、どちらも満席
状態でした。演奏者の正直な証しを聞き、私自身も多くのことを教えられ、感動しました。
最後のアメリカ、韓国、日本の兄弟姉妹による、「花は咲く」「Believe」の合唱は感動の嵐で
拍手が鳴りやみませんでした。コンサートの中で、繰り返し「Not Alone 一人じゃない」と語られ
たことがとても心に残りました。
各演奏者の正直な証しが、このコンサートに来られた方々の心に残り、イエス・キリストを罪か
らの救い主と信じる方、教会の戸を叩く方が起こされることを祈り願っています。

この働きはこれからも続けられます。神様、またスタッフの方々に心から感謝します。

〔お茶っこ会〕…ふまねっと運動

「ふまねっと運動」初回のこの日は、シンガポールから来られたウォング宣教師からこの運動に
ついての説明を聞きました。先生が強調されたことは、失敗しても「大丈夫！」です。
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【祈りの課題】
1. 礼拝が喜びの賛美で満ち溢れ、いのちのみことばで魂が励まされますように。

2. イエス・キリストを信じ、救われ、洗礼を受ける方が起こされますように。
3. 月二回(第 1、第 3 金曜日)の「お茶っこ会」が主に用いられ、神を求める方、救われる魂が起
こされますように。また、礼拝に繋がりますように。

4. クラフト教室(第 3 木曜日)が主に用いられ、神を求め、救われる魂が起こされますように。

初めは、簡単な動作から、徐々に手の動き、さらに歌を歌いながら行っていきました。複雑な動き
になればなるほど、足の動きがおぼつかなくなり、失敗してしまいます。そのたびごとに、みんな
で合言葉のように「大丈夫！」と言いあい、笑いあいました。

※ふまねっと運動とは、約 50 ㎝四方の大きなマス目の「ネット」を床に敷き、その「ネット」を
踏まないように、ゆっくり慎重に歩く運動です。ふまねっとの上を「ステップを間違えないよう
に」「ネットを踏まないように」「ゆっくり」「歌いながら」歩きます。
これら複数の動作によって歩行機能(バランス機能、転倒予防)と認知機能(注意、集中、記憶)
を改善する高齢者の健康運動です。

ウォング宣教師は高齢者宣教のために「ふまねっと」指導資格を取得してくださいました。

毎年、石巻教会のために、仙台の兄弟が色とりどりのパンジーを用意してくださいます。
パンジーを種から育て、ある程度大きくなったら、土の中に肥料をたっぷり入れたプランターに移
すのだそうです。私の役目は、パンジーの花が枯れないように、しっかりと水を注ぐことと咲き終わ
った花がらを摘むことです。
花は、人の心を和まぜ、楽しませ、元気を与えてくれます。教会に来られた方は、教会に入る前、必ず
このパンジーの前に立ち止まり、眺めてから笑顔で教会の中に入って行かれます。

春を運ぶパンジーのように、人々の心の中に神の愛と恵みが届けられることを願っています。

☆石巻宣教支援会へのご支援と、お祈りを心から感謝します。



4


